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小中一貫教育実践推進校 １年目の歩み  
 

令和４年度の三木市教育の基本方針では、新型コロナウイルス感染症の持続的な対策と豊かな学

びの保証の両立を図り、主な取組事項を 11 にまとめています。詳細は「三木の教育」

http://www.miki.ed.jp/index.cfm/1,0,32,htmlをご覧ください。 

 

その中で以下の２つを紹介します。 

 

１ 小中一貫教育を全市で推進するとともに、施設一体型の小中 

  一貫校設置に向けた準備を計画的に進めます。 

 

２ １人１台のタブレット端末を活用し、ＩＣＴを適切、安全に 

  使いこなすことができるよう、デジタル・シチズンシップ教 

  育を推進しつつ、個別最適化された主体的な学びの充実を図 

ります。 

 

 吉川町内の４小学校は統合し、本年度に１小学校となりました。 

町内１小１中として、今まで以上に小中の連携を図っていきます。小学校を卒業した保護者との 

以下のような会話で改めて気が付いた事があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 施設一体型の小中一貫校設置という箱物だけでなく、教育活動等の中身の連携を図っていく事が

大切です。上記は家庭学習の内容や量に関わる事です。また、１人１台のタブレット端末の活用に

ついても小学校での学びと中学校の学びは連続性を持たせ発展的に取り組む必要があります。 

 

 学校生活の中にも小学校文化と中学校文化の違いがありますが、 

小学校と中学校の教職員での合同研修会を行ったり、児童や生徒の 

交流を図ったりしながら計画的に小中一貫教育を進めていきます。 

三木市では別所中校区と吉川中学校が本年度から小中一貫教育実 

践推進校として取組をスタートします。 

 

                   学校長 長谷川 珠里 

HP ｱﾄﾞﾚｽ http:www.miki.ed.jp./el/yokawa/ 

 

 

 

 私 ：中学校へは元気に通っていますか。 

保護者：元気に通っていますが、疲れています。中学校に行くとやるべき事が多くて、時間がかか 

    って、睡眠の時間がなかなか取れないようです。 

 私 ：そうですか。高学年ぐらいから、中学校での生活のスタイルを少しずつ取り入れていく必 

    要がありますね。 

保護者：そうしていただくといいと思います。 

 

http://www.miki.ed.jp/index.cfm/1,0,32,html


５月の主な行事予定 

 
お知らせとお願い 

■  5月 6日(金)は全校生で校外学習に出かけます。お弁当、お茶等ご準備よろしくお願いしま

す。詳しくは後日配付する校外学習のお知らせをご覧ください。 

■  5月12日(木)よりスマイル学級(放課後等教育事業)が始まります。自分の目標に合わせた自

主学習、様々な体験学習を通して学ぶことの楽しさ大切さを感じ取ってほしいと思います。 

■  毎週木曜日を定時退勤日(16時40分退勤)としています。スマイル学級を木曜日に実施する

場合は別の曜日としています。ご理解とご協力をお願いします。 


